
【個人】                      提 出：令和 3年(2021年)10 月 30 日 

 山  行  報  告  書  

山行報告提出者 ： 鈴 木 

山 域・山 名：  前 掛 山（2524ｍ）（浅間山 2,568ｍ）             長野県小諸市 

入山日： 2021年 10月 29 日 (金) 日帰り  帰宅日 10 月 29 日 

プラン担当者 正：鈴 木 副： うっすら雪化粧の前掛山 

 

           

参 
 

加 
 

者 
 

L：報：記： 鈴 木  

 

 

 

男 1名 、女 名、 計 1 名 

天 候：曇り時々雪のち晴れ             

10 月 29 日 

(金) 

3：00 自宅発、関越・上信越道経由佐久北 IC 下車 

6：30 天狗温泉浅間山荘登山口発－7：15二の鳥居－8：00 火山館－ 

9：00 避難壕－9：30前掛山－10：00 避難壕－10：45火山館－ 

11：40 二の鳥居－12：35 天狗温泉浅間山荘下山、帰宅  行動：6ｈ05ｍ 

荒天候時のエスケープルート： その場で引き返す。 

装
備
と
食
糧 

共同装備： 無し 

共 同 食： 無し 

車提供者： 鈴木 

個人装備：ヘッドランプ、雨具、防寒衣、コンパス、地図、水、帽子、グローブ、 

スパッツ、ツェルト、チェーンスパイク、コロナ対策品（マスク、消毒液） 

個 人 食：昼食                                                                                                                                      

感 
 

 

想 

天気予報とは裏腹の曇り空、雪もちらつき始めいつものことと諦める。 

泥道も登り返しもほとんどなく快適な登山道。火山館はトイレ、水場、ベンチがそろった 

施設で帰路昼食をゆっくり摂った。 

山頂到着時には定番のガスで視界ゼロであったが、何があったか次第に晴れはじめ、迫力 

ある浅間山、振り返れば湯の平の向こうに黒斑山、と雄大な景観に圧倒された。 

登りで見えなかった３６０°の視界を下りで楽しみながら登山口への下りに足を向けた。 

念のためと思い持参した目出帽を装着し、フリース手袋でも手がかじかむ１０月とは思えぬ 

寒さに閉口した半面、山頂到着後ほんの数分で晴れ渡り迫力ある景観を瞼に収められた 

大満足の山行となった。  

 


